
地 域 再 生 計 画

１．地域再生計画の名称

伊勢の美しいまちづくり きれいな勢田川の水環境づくり（Ⅱ）

２．地域再生計画の作成主体の名称

三重県伊勢市

３．地域再生計画の区域

伊勢市の全域

４．地域再生計画の目標

伊勢市は、三重県の東南部に位置し、人口134,870人（平成21年３月末現在

住民基本台帳人口＋外国人登録者）、面積208.52平方キロメートルで、伊勢志

摩国立公園の玄関口に当り、古くから「お伊勢さん」として広く親しまれ、歴

史的・文化遺産を数多く有している。

また、神宮林や五十鈴川・宮川に見られるような豊かな森林、清浄な水、清

涼な空気など自然に恵まれ、市街地の中央を勢田川が流れている。なかでも宮

川は清流として日本でも有数の水質を保っており、五十鈴川も神宮林からのき

れいな水の流れにより、水質は良好に保たれている。

しかし、勢田川には市内人口の約45％の生活排水が流入していることから水

質汚濁が著しく、平成３年に水質汚濁防止法の規定に基づき生活排水対策重点

地域に指定され、ソフト面では伊勢河川海域環境美化推進協議会を中心に啓発

活動の推進、ハード面では公共下水道の整備及び浄化槽の整備を推進している

ところである。

勢田川沿いには、商家、蔵、切妻妻入の木造住宅や伊勢独自の小路である世

古が残るなど伊勢らしいまちなみを今も伝えており、伊勢市都市マスタープラ

ンや伊勢市景観基本計画の中で勢田川および沿岸の河崎地区を勢田川歴史文

化交流軸・河崎歴史文化交流拠点として位置付けられている。

勢田川を軸とした美しいまちづくり、水辺とふれあう空間づくりなどによる

伊勢のイメージアップを図り、歴史、文化、伝統の保護、育成など伊勢の資源

を活用したまちづくりと併せて、全国より人々が集い、交流する「伊勢らしい」

まちづくりを推進している。（資料４イメージ図参照）

しかしながら、三重県の水質調査結果によると平成10年から19年度まで10年

連続で勢田川が県下ワースト１の水質であり、その改善を図ることがまちづく

りの重要な課題となっている。



平成17年度から平成21年度にかけては「美しいまちづくり・きれいな勢田川

の水環境づくり」と称し、地域再生計画を立てて勢田川流域である伊勢神宮外

宮周辺の住宅密集地や商業地域を重点的に汚水処理施設の整備を実施した。

勢田川（勢田大橋）のBODはやや減少傾向を示してはいるものの、依然とし

て流域内の約６割の地域が未整備であることから、BODが高い値を示すことが

多く生活排水などの影響を強く受けていると考えられる。

生活排水対策の推進には、公共下水道や浄化槽等の生活排水処理施設の整備

が効果的であるため、勢田川流域における公共下水道の整備を進める。

しかし、公共下水道が整備できるまでには長い年月を要することから、合併

浄化槽の設置を促進する。

また、市民一人ひとりが生活排水への関心を持つことが必要であり、身近に

できる生活排水対策の意識高揚を市民・行政が協働して取組んでいく。

【目標１】汚水処理整備の推進

（汚水処理人口普及率を平成20年度末40.9％から61.1％に向上）

【目標２】勢田川の水質改善

（平成27年度には勢田大橋でのBODが3.0mg/ℓを目標値とする） 

※「伊勢市生活排水対策推進計画書」(平成21年3月策定)内での目標

【目標３】美しいまちの風景づくりによる観光客の増加

（観光客人口を平成21年800万人から平成26年まで各10万人の増を目指

し、平成25年の御遷宮には1,000万人を目標とする）

５．地域再生を図るために行う事業

５－１ 全体の概要

「美しいまちづくり きれいな勢田川の水環境づくり」を目指し、勢田川の

水質改善を図るため、汚水処理施設の整備を促進する。

・ 公共下水道の整備

流域関連伊勢市公共下水道事業として、伊勢市全域で平成26年度下水道処理

人口普及率47％を目標とし、当計画において勢田川流域の整備を重点的に行

う。

さらに、平成27年度以降も継続的な事業の推進を図るため事業認可の拡大地

区の基本設計等を行う。



・ 浄化槽（個人設置型）の整備

平成22年度から平成26年度までの５ヵ年において、市内全域で浄化槽基数

1,960基の整備を行う。

これらの事業を推進することで、生活環境の改善や河川の水質改善を図るこ

とにより、環境を重視し、伝統文化を大切にした美しい伊勢のまちづくりを

進める。

５－２ 特定政策課題に関する事項

該当無し

５－３ 法第５章の特別の措置を適用して行う事業

（１）汚水処理施設整備交付金を活用する事業

対象となる事業は以下のとおり事業開始に係る手続等を完了している。

なお、整備箇所等については、別添の整備箇所を示した図面による。

公共下水道……平成22年3月に事業計画策定

平成26年3月に事業計画変更

[事業主体]

いずれも伊勢市

[施設の種類]

公共下水道

浄化槽（個人設置型）

[事業区域]

公共下水道 伊勢市 中央宮川第１分区

〃 中央宮川第２分区

〃 中央宮川第３分区

〃 中央勢田川分区

〃 桧尻川分区

〃 桧尻川左岸第２分区

〃 桧尻川左岸第３分区

〃 黒瀬分区

〃 神社港第①分区

〃 神社港第②分区

〃 神久分区



浄化槽（個人設置型） 伊勢市全域（ただし、公共下水道及び農業集落排水施設

で整備する区域を除く。）

[事業期間]

公共下水道 平成22年度～26年度

浄化槽（個人設置型） 平成22年度～26年度

[整備量]

公共下水道 交付金対象事業 φ１５０～φ４５０ ３７，０００ｍ

単独対象事業 φ１５０ １０，０００ｍ

浄化槽（個人設置型） １，９６０基

なお、各施設による新規の処理人口は下記のとおり。

公共下水道 ８，３２６人 第3期事業認可予定区域のうち平成26年度末

浄化槽 ４，９４９人 伊勢市全域（ただし、公共下水道及び農業集落排

水施設で整備する区域を除く。）

[事業費]

公共下水道 事業費 5,399,597千円（うち、交付金2,699,798千円）

単独事業費 1,370,000千円

浄化槽（個人設置型） 事業費 695,907千円(うち、交付金231,968千円）

合 計 事業費 6,095,504千円(うち、交付金2,931,766千円）

単独事業費 1,370,000千円

５－４ その他の事業

・住民ボランティアにより平成8年度から毎年開催している河川美化清掃活動

｢勢田川おおそうじ｣を継続して支援し、美しい水環境を守る活動を行う。

・伊勢市河川海域環境美化推進協議会を中心に、生活排水対策の啓発活動を行

う。

６．計画期間

平成22年度～26年度



７．目標の達成状況に係る評価に関する事項

計画終了後に、４に示す数値目標に照らし伊勢市において状況を調査、評価

し、公表する。

また、必要に応じて事業の内容の見直しを図る。

なお、整備された汚水処理施設、および、定点観測水路については、水質検

査、維持管理等が適切に行われていることについて、施設管理者と異なる第三

者が行った水質検査等を把握し、必要に応じ適切な処理をとる。



添付資料一覧

(1) 地域再生計画の区域に含まれる行政区画を表示した図面

(2)‐1 汚水処理施設整備交付金による整備区域図 (広域)

(2)‐2 汚水処理施設整備交付金による整備区域図 (詳細)

(3) 地域再生計画の工程表およびその内容を説明した文書

(4) 地域再生計画の全体像を示すイメージ図_



(1) 地域再生計画に含まれる行政区画を表示した図面

伊勢市



（2）-1汚水処理施設整備交付金による整備区域図

Ｒ２３

ＪＲ宮
川

外宮

五
十
鈴
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事業認可区域

浄化槽整備区域（公共下水道整

備以外の旧伊勢市全域）

H22～26年度

浄化槽1,960基整備

事業費695,907千円

勢
田
川

伊勢市管内図

内宮

伊勢道

外宮

伊勢市整備区域図

地域再生計画区域

（流域関連公共下水道）

H22～26年度 延長37.0km

事業費5,399,597千円



（2）-2 汚水処理施設整備交付金による整備区域図 (詳細)
都道府県名：三重県伊勢市

計画名称：伊勢の美しいまちづくり きれいな勢田川の水環境づくり（Ⅱ）
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(3) 地域再生計画の工程表およびその内容を説明した文書
工程表

支援措置の名称 H22.3

流域関連公共下水道事業の推進
勢田川流域の下水道の整備（設計、面整備工事）

浄化槽の整備促進
個人設置型浄化槽設置整備事業により浄化槽の設置整備促進

事業期間 平成２２年度～平成２６年度

勢田川七夕おおそうじ 住民ボランティアによる、美化清掃活動を行い、美しい水環境を守る活動を行う

啓発活動 伊勢河川海域環境美化推進協議会を中心に生活排水対策の啓発活動を行う

関連
事業
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・
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な
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れ
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。

支援
措置

Ｈ２５

汚水処理施設整備
交付金の活用

Ｈ２６Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

○
第
３
期
事
業
認
可

○
第
４
期
事
業
協
議

啓発活動 伊勢河川海域環境美化推進協議会を中心に生活排水対策の啓発活動を行う
田
川
の

内容説明
流域関連公共下水道については、第３期事業区域について下水道法第４条の認可を平成２２年３月に受け整備を進めている。
第4期事業区域については下水道法第4条の協議を平成２５年３月におこなう予定である。

平成２１年度は次年度以降整備区域の管渠工事の測量設計業務を行い、平成２２年度から面整備工事に着手する予定である。
平成２２年度から平成２６年度までの５ヶ年で面整備工事を行い、平成２６年度末までに２１２.３haの面整備を計画している。
また、平成２６年度には第４期事業区域の基本設計等をおこなう予定である。
浄化槽については、市内全域（下水道供用開始区域、下水道認可区域、農業集落排水地域、及び大型浄化槽で共同処理をする地域を

除く）において、平成22年度から平成26年度の5ヵ年で1,960基、4,949人の浄化槽の設置整備促進を進める計画をしている。
勢田川七夕おおそうじは勢田川の浄化に願いを込め、七夕の近日（日曜日）に市民が協力し、ボランティア清掃を行う。平成21年度は約

3100人が参加。
伊勢河川海域環境美化推進協議会は小中学校を対象に環境の啓発活動や水生生物による水質調査、エコクッキングなど河川海域美化

活動や生活排水対策の啓発活動を行っている。



伊勢の美しいまちづくり

きれいな勢田川の水環境づくり(Ⅱ)（4）地域再生計画の全体像を示すイメージ図

伊 勢 湾

浄化槽設置（個人設置型）

一級河川

宮川水系勢田川

一級河川

宮川

二級河川

五十鈴川

① 平成 22 年度～平成 26 年度で流域関連公共下水道事業第 3 期事業認可予定区域の整備を行う。

② 古くから伊勢らしいまちなみを今も伝えている勢田川沿いの生活環境や河川の水質改善により、伊勢のイメージアップを図る。

③ 伊勢のまちに愛着や落ち着きを感じられる美しいまちの風景づくり。

勢田川流域

交付金事業

公共下水道
連携

流域関連

公共下水道事業
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